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2026年春季闘争終結！2026年春季闘争終結！
各単組最大限の努力を尽くした交渉を展開し各単組最大限の努力を尽くした交渉を展開し

2026年春季闘争は、物価上昇が続くなか、実質賃金の伸び悩みから、組合員の生活不安や将来不安は
依然として解消されていませんでした。こうした不安を払拭し、「生活の安心・安定をめざす」ため、本闘争を
『総合生活改善闘争』と位置づけ、取り組んできました。要求提出以降、2回の交渉を経るなかで、春闘終盤に
おいては山場対策に基づき、各単組が要求水準の実現にこだわり、最大限の努力を尽くした交渉を行った
結果、多くの単組で昨年を上回る回答を引き出すことができました。中央執行部に対する絶大なるご支援、
ご協力に感謝を申し上げます。

金属労協集中回答日における各単組の回答状況

全電線の回答状況を書き込む金属労協職員

金属労協集中回答日記者会見

2026.3.18 第6回戦術委員会

妥 結 結 果
【賃　金】
賃金構造維持分 ： 全単組で引き出し
賃　金　改　善 ： 38単組で回答引き出し、平均引き上げ額：15,359円
【一時金】
平均妥結月数 ： 4.72ヵ月、平均妥結金額：1,526,875円
（年間平均回答31単組の平均）



2026年春闘終結を迎えて
中央戦術委員会単組からの一言！！中央戦術委員会単組からの一言！！

全電線準加盟から直加盟後、初めての春闘を終えて全電線準加盟から直加盟後、初めての春闘を終えて

春闘期間中の地協活動の様子春闘期間中の地協活動の様子

千葉地協

滋賀地協

新潟・長野地協 三重地協

全電線本加盟後、初めての春闘を終え、交渉の重みと仲間の結束の力を実
感しました。幣組は男女両方の意見をあげるため、ダブルリーダーとして意見
を集約し、交渉に挑みました。団結力のある執行部ですので、助け合い、良い
交渉展開ができたと思います。今回の経験を次に活かし、より良い労働条件
の実現に向けて引き続き取り組んでいきます。組合員の権利と、生活を守るた
めに、執行部一丸となって頑張ります。

木暮委員長（日本製線労働組合）

中央

全電線に本加盟して初めて迎えた春闘は、多くの学びと気づきのある取り組みとなりました。他単組の
皆さんの経験や助言を参考にしながら、組合員の声や生活実態を大切にして交渉に臨みました。その結
果、一定の前進を得ることができ、仲間と連携して取り組むことの心強さと、本加盟の意義を実感する春闘
となりました。私の立場は4月より変わりましたが、OBとして現役を支えていきたいと思います。

木村 前委員長（古河テクノマテリアル労働組合）

今春闘においては、要求提出の段階から一貫して「人へ
の投資」の重要性を強く主張し交渉を行いました。経営
側としても、その重要性について理解する姿勢を示した
うえで、最終交渉に至るまで話し合いを行った結果、賃
金・一時金ともに満額の回答をいただきました。春闘の
結果は、会社が組合員に対してメッセージを伝える重要
な機会ですが、プラスの方向でその機能を果たすことが
できた非常に意味のある春闘であったと思います。

高山委員長（OCC労働組合）
右から２番目

2026年春闘は、経営が目まぐるしく変わったここ数年で
最も厳しい春闘となりました。従来の交渉では、交渉日が進
む過程で一定の進展が見られていましたが、今春闘では会
社との事務折衝を続けるも例年に無く膠着状態が続き最終
回答期限を迎えました。最終的には、会社の置かれている状
況や来年再来年に向けての会社方針を踏まえ、単組要求に
は遠く及ばない回答となりましたが、当労組として今春闘の
回答を前向きに捉え、労使協調で新生TOTOKUとなること
を信じ、一歩を踏み出すこととしました。来春闘に向け健全
な労使関係を更に構築していきたいと思います。

依田委員長（TOTOKU労働組合）
左から３番目


